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研究成果の概要（和文）：本研究の第一の成果は、自殺への容認的態度のタイプを明らかにしたことである。二
つ目は、自殺への容認的態度を測定する方法を提案したことである。たとえば、日本語版SOSS尺度を作成した。
三番目は、自殺への態度に関連する要因についてである。自殺への容認的態度はメンタルヘルスや自殺で遺され
た経験によって影響され、自殺予防活動への否定的な影響力をもっている。最後に、自殺へ態度の個人差を考慮
した自殺予防教育プログラムを開発し効果を検討した。

研究成果の概要（英文）：The first outcome of this study is to have clarified some types of tolerance
 attitude to suicide in Japan. The second one is to have developed multiple tools for suicidal 
tolerance attitude. For example, the Japanese version of the Stigma of Suicide scale was made and 
added new items. The third outcome is about relevant factors of suicidal attitude. Suicidal 
tolerance attitude is affected by mental health and experience of suicide incident of a familiar 
person. And it has a negative effect on the attitude to suicide prevention. At last, the suicide 
prevention education program which is cared for personal differences of attitude to suicide was 
developed and evaluated the effects.

研究分野：心理学

キーワード： 自殺　許容性　文化　自殺予防　学校

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な意義としては、日本における自殺への容認的な態度について、その文化を考慮しながら構造や
影響を実証的に検討した点がある。一方実践的な意味としては、自殺対策において自殺への容認的態度の個人差
を考慮する必要があることを明らかにした。また、自殺予防教育プログラムGRIPを書籍化し、プログラムを簡単
に入手し利用できるようにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本には自殺に許容的な文化があり、それが自殺率の高さに結びついていると指摘されること
がある。しかし意識調査によると、日本人はむしろ自殺に対して非許容的であり、スウェーデ
ンなど北欧諸国のほうが自殺に対してより許容的で、かつ自殺率は低い。ここから、自殺への
許容は多元的な構造ではないかと推測される。 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本社会・文化的特徴を含む自殺への許容性の内容と構造を心理学の視点か
ら明らかにすることである。それらは、日本の自殺についての universal prevention（以後、
全体的予防活動）、その中でも、今後重視されるであろう学校での自殺予防教育（selective 
prevention:以後，選択的予防活動）が含むべき内容について、検討する手がかりになると期待
される。 
３．研究の方法 
①自殺について美学的に表現された映画等を題材とし、日本人が自殺のどのような側面を肯定
的に評価するのかを検討した。映画を用いた文化的対話法（山本・姜，2010）を参照し、日本
人 2名、および外国人留学生 4人（中国、韓国、ドイツ、イギリス）からなるグループにより、
映画「ラストサムライ」視聴後、討論を行い、その内容を分析した。 
②日米比較調査：自殺の美化について、日米の自死遺族(米国 330、日本 51)を対象に調査を行
い、さらに、日本の一般サンプル（インターネット調査会社に登録する 20代～70 代の 1800 名）
を対象とした調査を実施した。この研究の副次テーマとして「自殺に対するスティグマ尺度日
本語版」を作成した。 
③自殺のメタファーについての研究：1800 サンプルを対象にした自殺に関する態度等を評価す
る調査研究の感想欄について、テクストマイニングを行った。 
④自殺の許容性の文化心理学アプローチ：元禄より文化として日本で受け入れられてきた曽根
崎心中を題材に脚本、作品などを分析し、自殺の許容の仕方の変遷である「創意」を検討した 
⑤自殺への潜在的態度：大学生・大学院生 44名を対象として IAT ならびに質問紙調査を行い、
自殺に関する潜在的指標と顕在的指標を調査した。 
⑥自殺予防教育：ある基礎自治体の４つの中学校のうち、1 校でプログラムを実施し、あと３
校を対照群とした準実験の形式で、オリジナルの自殺予防教育 GRIP の効果測定を行った。 
 
４．研究成果 
①自殺に対する肯定的な表現として勇気・強さ、英雄的、美しい、格好良い、名誉、責任、忠
誠、ロマンティックという表現が用いられた。他方で、「逃げるため、楽になるため」の「現代
の自殺」については、「迷惑・無責任・逃げ」という否定的表現が用いられた。大義などの理由
付け、感情移入しやすいストーリー、自分には起こらないといった認知の有無が、肯定的・否
定的表現を用いる際に影響していると分析された。 
②自殺を美化する項目 8 項目のうち、3 項目について日米間の違いが見られた。また、自死遺
族の自殺へのスティグマはメンタルヘルスに影響していること、遺族会への参加がスティグマ
を緩和することなどが確認された。自殺の許容性がうつなどの心理変数と相関することを確認
した。副次的な成果として海外の自殺のスティグマ評価尺度 SOSS の日本語版を作成した。 
③３つのメタファー(目的地、事故、罪)と１つのメトニミー（望んだ等の動詞表現）を見出し
た。特に、自殺を目的地にたとえる複合メタファーは許容性とつながると考えられた。 
④300 年の間、心中事件を身近な文化として文化的産物の形式で位置づけるために、美化する
だけではなく、正当化、神聖化、女性性、希薄化といった創意が時代ごとになされていた。 
⑤質問紙調査によって顕在的評価を行った場合は、大多数の調査対象者が自殺に対して「悪い」
イメージを報告したが、IAT による潜在的評価においては自殺を「良い」と評価する対象者が
一定数存在することが示された。また、潜在的評価においては、一般的な意味での「良い」と
いう評価と、美学的な側面に焦点をあてた「良い」という評価とで異なる評価をする対象者が
見られた。 
⑥自殺予防教育プログラムを完成し、ショートバージョンを作成した。ショートバージョンで
も一定の効果があること、ただし領域が限定されているなど限界も確認された。研究の成果を
書籍とし、また必要な人が教材をダウンロードできる環境を整えた。 
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